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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
本
県
の
最
大
震
度
は

震
度
５
強
で
、
停
電
・
断
水
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
が
数
日
間
あ
り
ま

し
た
が
、
人
的
・
物
的
被
害
は
少
な
く
、

地
震
発
生
直
後
に
設
置
さ
れ
た
各
市
町

村
の
避
難
所
も
３
月
13
日
に
は
ほ
ぼ
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
隣
県
で
あ
る
岩
手
県
・
宮

城
県
・
福
島
県
を
中
心
と
し
た
太
平
洋

沿
岸
地
域
は
、
大
津
波
に
よ
り
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
死
者
・
行
方

不
明
者
が
出
る
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
３
月
14
日
に
職
員
２
名

を
岩
手
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
Ｖ
Ｃ
と
い
う
）
に
派
遣
し
、
被

災
地
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
と
と

も
に
、
今
後
の
被
災
地
支
援
に
向
け
た

協
力
体
制
の
あ
り
方
な
ど
を
協
議
。
３

月
17
日
午
前
10
時
30
分
、「
秋
田
県
災

害
支
援
Ｖ
Ｃ
」
を
開
設
し
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
の
緊
急
会
議
で
決
定
し
た

全
国
規
模
で
の
支
援
体
制
構
築
及
び

「
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
道
県
・
指

定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時
の
相

互
支
援
に
関
す
る
協
定
（
※
）」
に
基

づ
い
て
、
被
災
地
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　北海道・東北ブロックの各道県社協及び仙台
市社協は、その管内で地震等による災害で甚大
な被害が発生した場合、ブロック社協の相互支
援の精神に基づき、社協活動の専門性を発揮し
た救援活動を行うため協定を締結しています。
　事務局はブロック社協の幹事県（幹事県が被
災した場合は次期幹事県）が担うことになって
いますが、震災発生時の幹事県が福島県、次期
幹事県が宮城県だったため、平成24年度担当の
山形県が事務局となっています。

（※）北海道・東北ブロック
道県・指定都市社会福祉協議会
災害時の相互支援に関する協定

 ❖地震発生後（３月）の秋田県社会福祉協議会の主な動き
３月11日 地震発生
　　12日 県内各市町村社協に被害状況等確認
　　14日 岩手県災害VCに職員２名を派遣

　　15日 県内市町村社協に対し、災害Vコーディネーターの派遣を
打診

　　17日 秋田県災害支援VC設置
秋田県災害支援VCニュース発行開始

　　18日 岩手県災害VC（本部）及び沿岸部被災地（大船渡市）へ
の職員派遣開始

　　24日 県内市町村社協職員の被災地（大船渡市）派遣開始
遠野市災害VCに職員１名を派遣

　　25日 秋田県災害支援VCニュース（メルマガ版）配信開始

大
地
震
発
生
！太

平
洋
沿
岸
地
域
に
未
曾
有
の
被
害
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災
害
時
、社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

社
協
と
い
う
）
に
は
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち

上
げ
、
地
域
住
民
の
生
活
支
援
に
当
た

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
の
太
平
洋

沿
岸
で
は
、
社
協
そ
の
も
の
が
大
き
な

被
害
を
受
け
、
事
務
所
の
損
壊
・
流
失

や
役
職
員
の
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
の

影
響
で
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
社
協
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
全
国
の
社
協
が
被

災
三
県
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
、
本

県
は
隣
県
の
岩
手
県
災
害
Ｖ
Ｃ
（
本
部
）

と
被
災
地
で
あ
る
大
船
渡
市
社
協
の
担

当
と
し
て
支
援
に
当
た
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

５
ヵ
月
が
経
過
し
た
現
在
は
、
県
社

協
及
び
市
町
村
社
協
の
職
員
が
、
大
船

渡
市
社
協
へ
の
支
援
を
継
続
中
で
す
。

 ❖岩手県内市町村社協支援体制
後方支援
拠点

支援先
社協 担当社協

① 久 慈 市 野 田 村 青森県、岩手県（盛岡市）

② 宮 古 市
宮 古 市 北海道、岩手県（県社協）
山 田 町 静岡県、長野県

③ 遠 野 市

大 槌 町 三重県、岐阜県、長野県、名古屋市、
岩手県（県社協）

大 船 渡 市 愛知県、岩手県（奥州市）、秋田県
釜 石 市 神奈川県、山梨県、岩手県（花巻市）

陸前高田市 新潟県、福井県、富山県、石川県、
岩手県（一関市、県社協）

◎岩手県社協本部（盛岡市）……静岡県、新潟市、岩手県、秋田県

社
協
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

岩
手
・
宮
城
・
福
島
を
支
援

　　　東日本大震災
～大地震発生からこれまでの
　　秋田県社協の取り組み～

特集
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３
月
18
日
、
秋
田
県
社
協
職
員
２
名

が
被
災
地
支
援
の
第
１
班
と
し
て
岩
手

県
に
出
発
し
ま
し
た
。
始
め
に
被
災
地

（
釜
石
市
・
大
船
渡
市
・
陸
前
高
田
市
）

を
視
察
し
、
そ
の
後
、
岩
手
県
災
害
Ｖ

Ｃ
に
て
、
関
係
団
体
や
他
県
の
社
協
と

と
も
に
、
被
災
地
支
援
の
進
め
方
を
協

議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
部
で
あ
る
岩
手
県
災

害
Ｖ
Ｃ
と
被
災
地
大
船
渡
市
社
協
の
担

当
と
な
っ
た
本
県
の
主
な
役
割
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。（
※
役
割
内

容
は
当
初
の
も
の
で
す
。
現
地
の
状
況

は
日
々
変
化
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の

役
割
と
は
異
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。）

大船渡市内では、ボランティアによる
懸命な活動が続けられています。

❖秋田県社協及び市町村社協職員　岩手県への派遣状況❖

派遣先 派遣市町村
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ８月末現在計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

大船渡市

秋 田 市 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 6 6
能 代 市 1 1 1 1
横 手 市 2 3 1 2 1 2 4 7
大 館 市 1 1 1 1 1 1 3 3
男 鹿 市 1 2 1 1 1 1 1 1 4 5
湯 沢 市 1 1 2 2 1 1 1 1 5 5
鹿 角 市 1 1 1 1 1 1 3 3
由利本荘市 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5
潟 上 市 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4
北 秋 田 市 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 6 6
に か ほ 市 1 1 1 1 1 1 3 3
仙 北 市 1 2 1 1 2 3
小 坂 町 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4
藤 里 町 2 2 1 1 1 1 4 4
三 種 町 1 2 1 1 1 1 3 4
八 峰 町 1 1 1 1 1 1 3 3
五 城 目 町 1 1 1 1 1 1 3 3
美 郷 町 2 6 1 2 1 2 4 10
羽 後 町 1 1 1 1
東 成 瀬 村 1 1 1 1 1 1 3 3

大船渡市 県 社 協 3 4 7 7 8 9 7 7 8 8 7 7 40 42
岩手県社協本部 
（７/９派遣終了）県 社 協 2 3 7 7 7 7 8 8 1 1 25 26

※８月末現在の派遣回数136回・派遣人数151名

震災直後、大船渡市災害VCは市役所玄関前に
設置されたテント内にありました。

大
船
渡
市
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
役
割

○
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援

○
生
活
福
祉
資
金
（
緊
急
小
口
資
金
）

貸
付
相
談
対
応　

な
ど

岩
手
県
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
役
割

○
被
災
市
町
村
災
害
Ｖ
Ｃ
の
立
ち
上

げ
支
援
、
運
営
支
援
（
連
絡
調
整
、

物
資
・
物
品
の
手
配
、
電
話
応
対
な

ど
） 本

県
か
ら
の
派
遣
社
協
職
員
、
１
５
０
名
を
超
え
る

“
社
協
の
力
”
で
被
災
地
を
支
援
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災
害
Ｖ
Ｃ
は
、「
被
災
地
の
た
め
に

何
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
現
地
入

り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
と
を

つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必

要
な
物
品
の
調
達
や
、
生
活
福
祉
資
金

（
緊
急
小
口
資
金
）
貸
付
等
を
含
む
相

談
業
務
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
災
害
支
援
Ｖ
Ｃ
に
も
、
震
災

直
後
か
ら
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
岩
手
県

内
の
被
災
地
は
被
害
規
模
が
甚
大
で
、

捜
索
活
動
、
復
旧
活
動
が
最
優
先
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
食
料
品
・
飲
料

水
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
物
流
の
滞
り
が
改

善
さ
れ
ず
、
現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
継
続
に
必
要
な
物
品
等
の
調
達
は

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
し
ば

ら
く
の
間
、市
外
・
県
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
で
し
た
。

　

被
災
地
の
社
協
は
、
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
、

地
域
の
た
め
に
動
く
地
元
の
社
協
職
員

や
被
災
地
の
復
興
の
た
め
に
、
秋
田
県

内
の
社
協
職
員
は
今
後
も
支
援
を
続
け

ま
す
。

写真修複ボランティア。
どの写真も思い出が詰まった大切な写真です。

【秋田市社協　藤原浩司さん】

①当初、大船渡市災害VCは市役所
の玄関前に設置されていました。市
役所と宿泊場所の往復では被災地域
を通らなかったため、被害の大きさ
について実感がわかなかったのです
が、市役所を訪れる被災された方が
多数で、大変な事態だと思い知らさ
れました。
②生活福祉資金の貸付業務を行いま
した。１日に30～40件の申請があり
ましたが、津波で自家用車が流され
た等の影響で、避難所から市役所へ
の交通手段がなく、相談に来たくて
も来られない方がたくさんいるので
はと感じました。相談の内容が非常
に深いため、十分な聞きとりを心掛
けました。実際に相談に来るのは主
婦の方が多かったのですが、その手
はあかぎれなどでひどく荒れていま
した。どんなに大変な時でも主婦と
しての仕事は休むことができず、冷
たい水を使って家事を行っているた
めでした。その姿が目に浮かび、胸
が締め付けられる思いで話を聞いて
いました。いろいろな話をしている
うちに気持ちが落ち着いてくると、
泣き出してしまう方もいました。
③被災地から秋田県内に避難してい
る方への後方支援が必要だと思いま
す。民間の宿泊施設に入っていない
被災者、例えば秋田県内の親戚・知
人宅に避難している方やみなし仮設
住宅（※東日本大震災で、被災者が
探した民間賃貸住宅を仮設住宅とし
て認めて補助金を出す制度）で生活
を送っている方がその地域に溶け込
めるように支援していくことが社協
としての役割だと考えています。

【北秋田市社協　松浦　篤さん】

①テレビや新聞等で見ていた光景が
目の前にあり、「現実」であること
を実感しました。３月とは言え、現
地はまだ寒く（暖房機器も使えま
せん）、そのうえ余震も多発してい
ました。被害の大きさに驚愕しまし
た。
②大船渡市災害VCでボランティア
コーディネーターとしての業務を行
いました。震災から２週間が経過し
ていましたが、災害VCの機能が十
分に発揮できていない状況で、地元
の方以外のボランティア受け入れが
できずにいました。被災者宅の泥出
し等のニーズがあっても、１日に３
件程度しか調整できず、同じ被災県
である宮城県では県外ボランティア
を積極的に受け入れているという情
報を聞き、このままでいいのか、こ
の状況がいつまで続くのかといった
不安がありました。そんな中でも、
地元の高校生や大学生が多数ボラン
ティア活動に参加してくれ、若い力
を発揮してくれたことには心を打た
れました。北秋田市は平成19年に水
害があって、災害VCを立ち上げた
経験があるため、運営や必要な物品
等については把握していました。し
かし、その必要な物品（スコップ、
長靴、手袋、消毒用の石灰等）はほ
とんど整備されていない状況でし
た。
③この震災を絶対に風化させてはな
らないと思います。災害VCへの支
援だけでなく、避難所や仮設住宅も
含めて、常に被災地・被災者の目線
に立った息の長い長期的な支援が必
要だと考えています。

市町村社協から最初に派遣されたお二人にお話を伺いました。
（※派遣期間３月24日～29日）

①被災地を目の当たりにしての感想、②現地での活動内容、
③隣県の社協として今後求められる支援

ホームページやメルマガで災害支援VC関係の
情報を随時発信しています！

秋田県社協では、ホームページに「秋田県災害支援VC」の
ページを設け、被災地各VCの情報・被災地に派遣された職
員からの報告・ボランティアバス運行情報等を掲載していま
す。また、本会会員施設にはメルマガによる情報提供も随時
行っております。

【秋田県災害支援VCに関する問い合わせ先】
　　事 務 局：社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
　　　　　　　地域福祉部　地域福祉・ボランティア振興担当
　　電話番号：０１８－８６６－０１１４
　　　　※受付時間　午前９時から午後５時まで（平日のみ）
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５
月
21
日
（
土
）
午
前
５
時
30
分
、

19
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
乗
せ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
バ
ス
（
通
称
「
ボ
ラ

バ
ス
」）
第
１
便
は
大
船
渡
市
に
向
け

て
秋
田
県
庁
前
を
出
発
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
現
地
に

近
付
く
に
つ
れ
天
候
は
回
復
し
、
活
動

に
入
る
こ
ろ
に
は
、
晴
天
の
も
と
、
気

持
ち
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
バ
ス
の
運
行
に

先
立
ち
、
本
会
で
は
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
支
援
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か

ら
県
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
既
登

録
者
数
は
８
月
末
現
在
で
１
，
０
６
０

名
（
個
人
８
７
５
名
、
団
体
14
団
体

（
１
８
５
名
））
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
バ
ス
は
、
県
か

ら
の
受
託
事
業
で
開
始
さ
れ
、
５
月
に

２
便
（
44
名
）、
６
月
に
10
便
（
２
１

５
名
）、
７
月
に
13
便
（
３
０
６
名
）、

８
月
に
12
便
（
３
０
０
名
）
を
運
行
し
、

延
べ
８
６
５
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
岩

手
県
沿
岸
南
部
の
被
災
市
町
村
（
大
船

渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
宮
古
市
、
釜
石

市
）
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
土
日
、
祝
日
を
中
心
に
、
秋

田
県
庁
前
発
着
の
日
帰
り
の
み
で
し
た

が
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
（
横
手
市
）
を

経
由
す
る
こ
と
で
、
県
南
の
登
録
者
の

利
便
性
を
高
め

た
他
、
大
船
渡

市
に
隣
接
す
る

住
田
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

拠
点
を
宿
泊
先

と
し
た
１
泊
２

日
型
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
の
要
望
に

応
え
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
７
月
か
ら
は
一
部
の
バ
ス

の
大
型
化
、
県
北
部
（
北
秋
田
市
、
大

館
市
）、
県
南
部
（
湯
沢
市
）
発
着
の

バ
ス
の
増
発
な
ど
、
登
録
者
の
増
加
に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
に

は
平
日
の
運
行
を
計
画
す
る
な
ど
、
被

災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
応
じ
な
が
ら
、
県
民
の
パ
ワ
ー
を
現

地
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ

は
、
が
れ
き
撤
去
や
家
屋
内
外
の
泥
の

か
き
出
し
、
家
具
運
び
出
し
や
洗
浄
・

清
掃
な
ど
の
ニ
ー
ズ
か
ら
、
仮
設
住
宅

へ
の
引
っ
越
し
や
新
た
な
避
難
先
へ
の

転
居
の
手
伝
い
な
ど
、
新
し
い
生
活
を

始
め
る
上
で
の
生
活
支
援
的
な
要
望
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

大
震
災
発
生
か
ら
６
ヵ
月
に
な
ろ
う

と
す
る
今
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
も
当
初
と
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、「
何
か
し
な
い

で
は
い
ら
れ
な
く
て
」「
年
寄
り
だ
け

ど
何
か
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で

も
す
る
よ
」「
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
し
た
い
け
ど
、
現
地
に
行
く
手

段
が
無
く
て
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
…
…
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
に
寄
せ
ら
れ
た
県
民
の
熱

い
気
持
ち
を
、
こ
れ
か
ら
も
送
り
届
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現地災害ボランティアセンタ－前で移動を待つ
ボランティアの皆さん

第１便出発（５/21）大船渡市へ

〝が
ん
ば
ろ
う
東
北
！〟

〝走
れ
ボ
ラ
バ
ス
！〟

秋
田
か
ら
被
災
地
へ　

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
バ
ス
で
送
迎

秋
田
県
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
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東
日
本
大
震
災
等
で
被
災
さ
れ
た
世

帯
に
対
し
て
、
当
面
の
生
活
に
必
要
な

資
金
を
貸
付
し
、
生
活
の
復
興
を
支
援

す
る
資
金
で
す
。

　

ご
相
談
・
お
申
し
込
み
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（生活の復興に必要な当面の生活費）
貸付金額　単身世帯…月15万円以内、
二人以上世帯…月20万円以内

●貸付期間　６ヵ月以内
●利子　無利子（ただし、連帯保証
人を立てられない場合は年1.5％）
●据置期間　最終貸付の日から２年
以内
●返済期間　据置期間後、20年以内
（貸付額に応じて期間が異なります）
●連帯保証人　原則１名（ただし、連
帯保証人を立てられない場合でも貸
付できます）
※返済期間内に返済が完了しない場
合は、貸付残金に対して、年10.75％
の延滞利子が発生します。

（住宅補修に必要な費用）

貸付金額　250万円以内

●利子　無利子（ただし、連帯保証人を
立てられない場合は年1.5％）
●据置期間　貸付の日から２年以内（一
時生活支援費と併用の場合、一時生活支
援費の最終貸付の日から２年以内）
●返済期間　据置期間後、20年以内（貸
付額に応じて期間が異なります）
●連帯保証人　原則１名（ただし、連帯
保証人を立てられない場合でも貸付でき
ます）
※法律に基づく災害援護貸付金との併用
はできません。
※全壊による建替えは、貸付の対象外で
す。
※申込窓口は、被災した住宅のある市町
村社会福祉協議会となります。
※返済期間内に返済が完了しない場合
は、貸付残金に対して、年10.75％の延
滞利子が発生します。

（住居の移転費、
家具什器等の購入に必要な費用）

貸付金額　80万円以内

●利子　無利子（ただし、連帯保証人を

立てられない場合は年1.5％）

●据置期間　貸付の日から２年以内（一

時生活支援費と併用の場合、一時生活支

援費の最終貸付の日から２年以内）

●返済期間　据置期間後、20年以内（貸

付額に応じて期間が異なります）

●連帯保証人　原則１名（ただし、連帯

保証人を立てられない場合でも貸付でき

ます）

※移転費の場合、申込窓口は、移転先の

市町村社会福祉協議会となります。

※返済期間内に返済が完了しない場合

は、貸付残金に対して、年10.75％の延

滞利子が発生します。

一時生活支援費 生 活 再 建 費 住 宅 補 修 費

生活復興支援資金には、
一時生活支援費・生活再建費・住宅補修費の３つがあります。

■
貸
付
対
象

　

次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
低
所
得
世
帯
（
被
災
に
よ

り
低
所
得
世
帯
と
な
っ
た
場
合
を
含
む
）

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯

②
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
世
帯

③
平
成
23
年
３
月
12
日
に
長
野
県
北
部
で
発
生
し
た
地

震
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯

④
平
成
23
年
３
月
16
日
に
静
岡
県
で
発
生
し
た
地
震
に

よ
り
被
災
し
た
世
帯

■
貸
付
対
象
外

　

次
の
①
～
②
に
該
当
す
る
世
帯

①
失
業
等
給
付
及
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯 

（
一
時
生
活
支
援
費
の
み
対
象
外
）

②
生
活
福
祉
資
金
を
借
入
し
返
済
が
滞
っ
て
い
る
世
帯

■
申
込
先

　

居
住
地
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

※
借
入
申
込
者
は
、
世
帯
主
（
生
計
中
心
者
）
で
す
。

同
一
世
帯
が
被
災
地
と
秋
田
県
内
に
別
居
し
て
い
る
場

合
は
、
世
帯
主
（
生
計
中
心
者
）
の
居
住
地
で
申
し
込

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
等
で

被
災
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
て

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す

①印鑑（実印）
②借入申込者の氏名及び住所（現
在の居所または転居予定先の
住所）が確認できるもの
健康保険証、運転免許証、住民
基本台帳カードなど
③住民票の写し
世帯全員分、発行後３ヵ月以内
④世帯の収入状況が確認できるもの
源泉徴収票、確定申告書、課税（非

課税）証明書など
または生活に困窮しているこ
とが確認できるもの
離職票、適用事業所全喪届、雇
用保険受給資格者証、雇用主が
発行する休業証明書、被災前後
の給与明細書など
⑤り災証明書、被災証明書
証明書の発行に時間を要する場
合、交付申請書の写しで申込み
できますが、一時生活支援費の

貸付期間は当初３ヵ月以内とな
ります。
⑥見積書など、必要とする費用
が確認できるもの（生活再建費、
住宅補修費を申し込む場合）
⑦連帯保証人の資力が確認でき
る書類
源泉徴収票、住民税課税証明書、
固定資産課税証明書など

申込みに際して必要なもの

～
生
活
福
祉
資
金

（
生
活
復
興
支
援
資
金
）～
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住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
福
祉

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
は
、
県
内
25
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て
取
り

組
み
、
本
会
役
職
員
に
よ
る
県
内
各
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
及
び
個

別
支
援
を
延
べ
34
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障

害
者
活
動
拠
点
を
中
心
に
在
宅
障
害
者

支
援
の
仕
組
み
の
充
実
・
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
湯
沢
市
社
会
福
祉

協
議
会
や
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
援
助
す
る
住
民
相
互
の
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
や
担
い
手
で
あ
る
生
活
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
を
通

じ
、
地
域
住
民
の
生
活
・
福
祉
課
題
把

握
か
ら
支
援
に
繋
げ
る
仕
組
み
が
拡
大

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

小
坂
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
施

設
経
営
法
人
と
協
働
し
、
住
民
と
障
害

者
な
ど
と
の
交
流
活
動
拠
点
と
な
る
福

祉
エ
リ
ア
づ
く
り
、
大
仙
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
安
心
生
活
創
造
事
業
実
践
を

通
じ
た
漏
れ
の
な
い
生
活
支
援
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
、
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ
る
安
心
キ
ッ
ト
（
緊
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
）
の
配
備
を
通
じ
た
安
心
安
全

の
見
守
り
・
支
援
の
多
様
な
仕
組
み
づ

く
り
等
、
各
社
会
福
祉
協
議
会
で
住
民

参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
広
が
り

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
は
、
県
南
部
の

記
録
的
な
豪
雪
や
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
災
害
が
発
生
。
秋
田
県
災
害
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
本
会

及
び
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
被
災

地
派
遣
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
・
登
録
な
ど
被
災
地
支
援
体
制
の
確

立
に
努
め
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
平
成

21
年
度
に
取
り
ま
と
め
た
福
祉
課
題
を

政
策
要
望
と
し
て
、
県
・
市
町
村
に
提

出
、
県
健
康
福
祉
部
長
等
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、

社
会
福
祉
施
設
、
福
祉
団
体
等
で
組
織

す
る
地
域
福
祉
推
進
会
議
で
新
た
に
福

祉
課
題
を
集
約
し
、
高
齢
者
・
障
害
者

分
野
の
課
題
検
討
会
に
お
い
て
介
護
保

険
法
や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し

に
向
け
た
制
度
の
矛
盾
点
に
対
す
る
改

善
策
及
び
緩
和
策
な
ど
行
政
に
対
す
る

要
望
事
項
の
ほ
か
、
障
害
者
の
地
域
生

活
移
行
を
見
据
え
た
環
境
整
備
な
ど
の

調
査
・
研
究
事
項
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

県
民
啓
発
・
情
報
提
供
機
能
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
広
報
「
社
会
福
祉
あ
き

た
」
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
工
夫
し
親
し
み

や
す
い
広
報
誌
づ
く
り
に
努
め
た
ほ

か
、
希
望
す
る
会
員
へ
月
２
回
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
定
期
的
な
情
報

発
信
に
努
め
ま
し
た
。
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
１
年
間
で

１
１
７
，
４
０
０
件
強
（
前
年
対
比
約

6.5
％
増
）
と
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
閲
覧
者
の
視
点
で
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
構
成
を
含
め
、
局
内
ス

タ
ッ
フ
で
次
年
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
検
討
し
ま
し
た
。

　

低
所
得
階
層
の
生
活
基
盤
を
支
え
る

制
度
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業
」
の
貸
付
件
数
は
、
８
３
８

件
（
前
年
度
よ
り
２
２
１
件
の
増
）
で
、

失
業
者
等
向
け
の
「
総
合
支
援
資
金
」

と
一
時
的
費
用
と
し
て
の
「
緊
急
小
口

資
金
」
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
制
度
改
正
後
、
利
用
し
や
す
い

制
度
と
な
る
一
方
で
厳
し
い
経
済
・
雇

用
情
勢
を
背
景
に
計
画
ど
お
り
の
償
還

が
困
難
な
世
帯
も
増
え
て
い
る
な
ど
償

還
率
は
、
25
．45
％
と
下
降
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
、「
総
合
支

援
資
金
」
の
償
還
が
本
格
化
す
る
こ
と

か
ら
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

連
携
し
、
き
め
細
や
か
な
相
談
支
援
と

償
還
指
導
の
強
化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
方

を
支
援
す
る
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
」
は
、
鹿
角
地
区
福
祉
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
相
談
受

付
は
２
，
８
７
０
件
（
前
年
度
よ
り

３
８
３
件
増
）
実
利
用
件
数
は
２
３
５

件
で
し
た
。
専
門
員
が
適
切
に
管
理
・

対
応
で
き
る
件
数
に
限
度
が
あ
る
こ
と

や
認
知
症
高
齢
者
等
の
増
加
に
よ
っ
て

《
基
本
方
針
１
》

県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

《
基
本
方
針
２
》

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

　

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り

《
基
本
方
針
３
》

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

保
護
・
相
談
支
援
体
制
の
強
化

平
成
22
年
度 

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告
及
び
決
算

～
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
　

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
～
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事
業
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
基
幹
的
社
会
福
祉
協
議
会
の
増
設

ま
た
は
専
門
員
増
員
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
わ
り
電

話
、
来
所
等
で
「
秋
田
県
運
営
適
正
化

委
員
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は

37
件
（
前
年
度
対
比
約
30
％
増
）。
助

言
や
他
機
関
紹
介
に
よ
る
解
決
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
事
情
調
査
を
実
施

し
て
解
決
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年

数
に
基
づ
く
階
層
別
研
修
体
系
を
基
本

と
し
た
26
コ
ー
ス
（
28
回
述
べ
開
催
日

数
47
日
）
の
研
修
を
実
施
し
、
福
祉
保

健
従
事
者
の
資
質
向
上
及
び
対
人
援
助

の
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術

習
得
の
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
の
無
料
職

業
紹
介
で
は
、
福
祉
に
従
事
す
る
た
め

の
資
格
取
得
を
含
む
相
談
・
登
録
・
紹

介
な
ど
の
就
労
支
援
を
幅
広
く
展
開
。

「
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
支
援
事

業
」、「
職
場
体
験
事
業
」
を
昨
年
度
に

引
き
続
き
実
施
。「
介
護
職
へ
の
キ
ャ

リ
ア
転
換
支
援
事
業
」
で
は
、
施
設
訓

練
者
数
49
名
の
う
ち
43
名
が
同
一
事
業

所
に
継
続
雇
用
さ
れ
る
な
ど
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。「
福
祉
人
材
求
人
等
開
拓

事
業
」
で
は
、
県
内
施
設
等
を
巡
回
訪

問
（
１
，
９
１
４
ヵ
所
）
し
て
求
人
開

拓
に
取
り
組
み
、
２
，
６
２
８
名
の
求

人
登
録
と
、
求
職
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
求
人
情
報
及
び
求
人
事
業
所
情
報

を
入
手
で
き
る
「
福
祉
人
材
情
報
シ
ス

テ
ム
」
に
新
た
に
92
ヵ
所
の
事
業
所
を

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
会
の
役
員
改
選
期
、
社
会
福
祉
会

館
指
定
管
理
者
更
新
な
ど
重
要
事
項
協

議
の
た
め
、
正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
、

評
議
員
会
等
を
開
催
し
、
法
人
の
適
切

な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　

会
員
へ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
広

報
誌
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で
の
情
報

提
供
の
ほ
か
、
認
知
症
関
連
の
研
修
会

等
で
参
加
費
の
割
引
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
が
ん
保
険
や
自
動
車
リ
ー
ス
の

代
理
店
業
務
、
図
書
販
売
、
常
備
薬
の

斡
旋
な
ど
を
行
い
、
自
主
財
源
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

《
基
本
方
針
４
》

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

《
基
本
方
針
５
》

安
定
し
た
経
営
基
盤
・

推
進
体
制
の
強
化

（資産の部） （負債の部）
１．流動資産 75,190,913 １．流動負債 25,673,561

現　　金 170,712 未　払　金 25,148,574

預　　金 72,805,849 預　り　金 524,987

未 収 金 2,214,352 ２．固定負債 193,348,229

全社協退職給与引当金 155,811,240

福利協会退職給与引当金 37,536,989

２．固定資産 254,394,045 負債の部合計 219,021,790

基本財産 3,000,000

基本財産 
特定預金 3,000,000 （純資産の部）

その他の固定資産 251,394,045 １．基本金 3,000,000

車両運搬費 108,067 基本金 3,000,000

器具及び備品 1,797,063 ２．基金 30,000,000

収益事業会計元 
入金 4,126,166 災害ボランティア基金 30,000,000

全社協退職共済 
預け金 124,325,760 ３．その他の積立金 34,500,000

福利協会退職金 
給付資金預け金 37,536,989 事業振興準備積立金 34,500,000

事業振興準備 
積立特定預金 53,500,000 ４．次期繰越活動収支差額 43,063,168

事業振興積立 
特定資産 0 前期繰越活動収支差額 46,158,472

災害ボランティア 
基金積立預金 30,000,000 当期活動収支差額 △ 3,095,304

純資産の部合計 110,563,168

資産の部合計 329,584,958 負債及び純資産の部合計 329,584,958

収入 支出

科目 金額 科目 金額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部

会費収入 45,726,860 人件費支出 152,783,326
寄附金収入 7,739,071 事務費支出 10,223,883
補助金収入 52,193,000 事業費支出 57,299,561
助成金収入 10,773,400 分担金支出 1,491,900
受託金収入 115,825,445 助成金支出 57,393,440
事業収入 24,795,083 負担金支出 2,391,657
共同募金配分金収入 6,863,175 減価償却費 850,088
負担金収入 23,430,000 退職給与引当金繰入 14,188,164
雑　収　入 1,122,708
引当金戻入 564,310
事業活動収入計（1） 289,033,052 事業活動支出計（2） 296,622,019

事業活動収支差額（3）＝（1）－（2） △ 7,588,967
事
業
活
動
外
収
支
の
部

受取利息配当金収入 271,531 経理区分間繰入金支出 14,473,501
会計単位間繰入金収入 3,697,104
経理区分間繰入金収入 15,153,222
事業活動外収入計（4） 19,121,857 事業活動外支出計（5） 14,473,501

事業活動外収支差額（6）＝（4）－（5） 4,648,356
経常収支差額（7）＝（3）＋（6） △ 2,940,611

特
別
収
支
の
部

施設整備等寄附金収入 0 固定資産売却損及び処分損 154,693
特別収入計（8） 0 特別支出計（9） 154,693

特別収支差額（10）＝（8）－（9） △ 154,693
当期活動収支差額（11）＝（7）＋（10） △ 3,095,304

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

前期繰越活動収支差額（12） 46,158,472
当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）＋（12） 43,063,168
基本金取崩額（14） 0
基本金組入額（15） 0
その他の積立金取崩額（16） 35,000,000
その他の積立金積立額（17） 35,000,000
次期繰越活動収支差額（18）＝（13）＋（14）－（15）＋（16）－（17） 43,063,168

一般会計　貸借対照表
平成23年３月31日現在

（単位：円）

一般会計　事業活動収支計算書
（自）平成22年４月１日　　（至）平成23年３月31日

（単位：円）
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平
成
22
年
６
月
11
日
、
財
団
法
人
災

害
遺
児
愛
護
会
の
法
人
解
散
に
伴
う
本

会
へ
の
事
業
移
管
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

　

移
管
金
額
は
２
億
４
，
８
３
３
万

５
，
５
５
０
円
で
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
公
益
性
の
高
い
本
会
で
、
今
後
の

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
を
行
う
こ
と

を
お
互
い
に
了
承
し
、
合
意
に
至
り
ま

し
た
。

　

秋
田
県
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
で

は
、
交
通
・
労
働
・
自
然
災
害
で
、
父

ま
た
は
母
を
亡
く
し
、
ま
た
は
、
前
記

の
災
害
で
著
し
い
障
害
者
と
な
っ
た
父

ま
た
は
母
を
も
つ
義
務
教
育
終
了
前
の

子
ど
も
に
対
し
、
始
め
は
『
見
舞
金
』

10
万
円
、
そ
の
後
は
、
毎
年
年
末
に

『
激
励
金
』
３
万
円
、
小
中
学
校
の
入

学
時
に
『
入
学
祝
金
』
５
万
円
、
中
学

校
卒
業
時
に
『
卒
業
祝
金
』
５
万
円
を
、

養
育
し
て
い
る
方
（
保
護
者
）
に
お
贈

り
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
給
付
件
数
は
「
見
舞

金
」
４
件
、「
激
励
金
」
56
件
、「
入
学

祝
金
」
９
件
、「
卒
業
祝
金
」
９
件
と

な
っ
て
お
り
、
計
78
件
、
総
額
２
９
８

万
円
を
子
ど
も
達
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
達
の
健
全
育

成
の
た
め
に
い
た
だ
い
た
、
沢
山
の
ご

寄
附
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
15
の
事
業
所
・
団

体
・
個
人
の
方
か
ら
67
万
５
，
３
２
０

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
の
善
意
の
お
気
持
ち
を
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
子
ど
も
達
の
た
め
、
皆

様
の
温
か
い
善
意
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
秋
田
魁
新
報
を
通
じ
て
の
ご
寄
附

　

本
社
ま
た
は
支
社
の
窓
口
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
秋
田
魁
新
報
「
善

意
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◇
銀
行
か
ら
の
送
金

《
口
座
名
義
》

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

佐
々
木　

満

（
ア
キ
タ
ケ
ン
シ
ャ
カ
イ
フ
ク
シ
キ
ョ
ウ
ギ
カ
イ

　
カ
イ
チ
ョ
ウ　

サ
サ
キ　

マ
ン
）

《
口
座
番
号
》

①
秋
田
銀
行　

本
店

普
通　

№
１
０
０
１
３
５
６

②
北
都
銀
行　

本
店
営
業
部

普
通　

№
６
３
５
４
１
２
４

◇
本
会
に
持
参

（
福
）
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１―­

５

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
２
階

℡
０
１
８―

８
６
４―

２
７
１
５

［平成22年度主な収入］
・事業継承寄附金収入

248,335,550円
・一般寄附金収入

675,320円
・受取利息配当金収入

2,532,358円

［平成22年度主な支出］
・見舞金支出	 400,000円
・激励金支出	 1,680,000円
・入学祝金支出	 450,000円
・卒業祝金支出	 450,000円
・事務費支出	 2,254,119円
・事業費支出	 347,985円

本
事
業
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

県社協会長室にて事業移管。
災害遺児愛護会長谷部理事長（左）と
県社協佐々木会長。

【
ご
寄
附
い
た
だ
い
た

事
業
所
・
団
体
・
個
人
】

・
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
協
会　

様

・
秋
田
県
春
光
懇
話
会　

様

・
秋
田
県
バ
ス
協
会　

様

・
損
保
ジ
ャ
パ
ン
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン

秋
田
支
部
、
Ｊ
‐Ｓ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
秋
田

支
部　

様

・
日
本
中
国
料
理
秋
田
県
支
部　

様

・
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
同
青
年
部　

様

・
秋
田
県
労
働
福
祉
協
議
会　

様

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
支
店　

様

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杉　

様

・
秋
田
市
仏
教
会　

様

・
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会　

様

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
　

～
皆
様
の
善
意
が
、

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
～

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
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本
会
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
「
秋
田

県
福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
」

を
受
託
し
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
１

名
の
配
置
の
下
、
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

１
年
目
の
昨
年
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
う
一
方
で
、
社
会
福
祉
施
設
等
を
経

営
す
る
事
業
者
に
対
し
、
社
会
保
険
労

務
士
（
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
派
遣

し
て
就
業
規
則
の
点
検
と
労
働
問
題
の

相
談
に
応
じ
、
労
働
者
が
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
と
な
る
今
年
度
か
ら
は
、
社

会
保
険
労
務
士
を
１
名
増
員
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
診
断
士
４
名
を
新
た

に
委
嘱
。
施
設
等
の
的
確
な
経
営
診
断

の
も
と
に
、
安
定
し
た
施
設
経
営
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
福
祉
関
係
に
職
を
求
め

る
求
職
者
に
対
し
、
県
内
４
ヵ
所
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
張
相
談
窓
口
「
福
祉

の
お
仕
事
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る
福
祉
の
お
仕

事
ガ
イ
ド
や
資
格

等
に
つ
い
て
の
説

明
、
求
人
情
報
の

提
供
な
ど
、
個
別

の
相
談
に
応
じ
て

就
労
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「がん」は治す時代へ。
アフラックの「がん保険」は もっとあなたを応援します!

募集代理店

〒010-0914 秋田市保戸野千代田町6-8 千代田ビル1F
TEL.018-866-1761㈹ FAX.018-866-1762

訪
問
相
談
・
指
導

　

福
祉
施
設
や
事
業
所
の
労
働
環
境
整

備
及
び
施
設
運
営
全
般
に
つ
い
て
、
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
訪
問
相
談
・

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

■
内
容

　

事
業
所
内
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
、
人
材

育
成
シ
ス
テ
ム
、
労
働
環
境
、
経
営
改

善
等
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
及

び
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
相
談
・
指

導
で
す
。

　

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
）

　

■
申
込
方
法
・
手
順

　

専
用
の
申
込
用
紙
を
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
後
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
受
理

　
　
　

↓

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
日
程
調
整

　
　
　

↓

訪
問
日
時
決
定
通
知
及
び
チ
ェ
ッ
ク
票
の
送
付

　
　
　

↓

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
及
び
担
当
者
訪
問
・
ア
ド
バ
イ
ス

出

張

相

談

　

秋
田
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
４
ヵ
所

（
湯
沢
、
大
曲
、
能
代
、
本
荘
）
に
、「
福

祉
の
お
仕
事
」
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
月
２

回
程
度
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る
個
別
対
応
の

出
張
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

■
内
容

　

福
祉
や
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

方
、
福
祉
関
連
の
資
格
に
つ
い
て
知
り

た
い
方
、
以
前
に
働
い
た
経
験
が
あ
っ

て
、
再
就
職
を
考
え
て
い
る
方
、
福
祉

や
介
護
の
仕
事
に
転
職
を
考
え
て
い
る

方
な
ど
を
対
象
に
、
個
別
の
相
談
に
応

じ
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
時
間
は
約

30
分
か
ら
１
時
間
程
度
で
す
。

　

■
利
用
方
法

　

各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置
か
れ
て
い
る

チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
窓
口
開
設

日
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
案
内
所
に
て
予
約
も
可
能
で

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
越
し
で
き
な

い
方
に
は
、
電
話
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

【
訪
問
相
談
・
指
導
及
び
出
張
相
談
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

※
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
福
）
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
部

　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
経
営
・
団
体
支
援
担
当　

多た

賀が

谷や

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
８―
８
６
４―

２
７
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
８―
８
６
４―

２
７
０
２

福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

～
安
定
し
た
施
設
経
営
や

福
祉
職
場
へ
の
就
労
を
支
援
し
ま
す
～
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【
平
成
23
年
４
月
～
６
月
末
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
絵
画
美
術
院　

様

１
０
，
０
０
０
円

・
匿
名	
５
，
０
０
０
円

・
株
式
会
社
第
一
会
館　

様

２
０
，
８
１
０
円

◎
物
品
預
託
・
配
分
◎

・
秋
田
銀
行　

様

あ
き
ぎ
ん
経
営
者
懇
談
会　

様

あ
き
ぎ
ん
七
日
会　

様

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
30
台

　
　
　

↓
県
内
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
社
会
福
祉
施
設	

30
ヵ
所
へ

・
株
式
会
社
あ
ら
た　

様

　
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ
ス
ク　

２
，
８
２
０
枚

　
　

↓

　
秋
田
市
内
の
社
会
福
祉
施
設　

20
ヵ
所
へ

・
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

様

　

童
話
作
品
集
５
０
０
部

　
　

↓

　

秋
田
県
保
育
協
議
会
へ

・
加
賀
谷
俊
尚　

様　
ぬ
い
ぐ
る
み
一
式

　
　
　

↓

　

児
童
養
護
施
設
聖
園
天
使
園
へ

・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
誘
惑
の
牙　

様

球
技
用
ボ
ー
ル
一
式

　
　

↓

　

児
童
養
護
施
設
陽
清
学
園
へ

・
２
０
１
４
国
民
文
化
祭
・
秋
田
県
開
催

県
民
コ
ン
サ
ー
ト
有
志
の
会　

様

　

コ
ン
サ
ー
ト
招
待
券
１
０
０
枚

　
　

↓　

　

秋
田
市
周
辺
の
社
会
福
祉
施
設
８
ヵ

所
お
よ
び
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
利
用

者
へ

　

善
意
の
配
分
状
況 

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
預
託
金
を
次

の
よ
う
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◎
各
種
大
会
等
へ
の
助
成
◎

・
東
日
本
オ
ー
プ
ン
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
大
会
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係
◎

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
給
付
金

・
見
舞
金　

１
件　

１
０
０
，
０
０
０
円

　

善
意
の
募
集
に
つ
い
て 

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

皆
様
の
善
意

●
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
企
画
部

　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１―

５

℡
０
１
８―

８
６
４―

２
７
１
１


